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世帯数：    5,447戸
　男　：    5,759人
　女　：    6,088人
　計　：  11,847人

2023年3月1日現在

　

今
年
は
卯
年
、
千
鹿
頭
神
社

の
七
年
に
一
度
行
わ
れ
る
御
柱

祭
の
年
で
す
。
千
鹿
頭
山
の
頂

に
立
穀
（
梶
）
の
葉
の
神
紋
の

林
千
鹿
頭
社
と
諏
訪
梶
の
葉
の

神
紋
の
神
田
千
鹿
頭
神
社
本
殿

が
並
び
建
つ
と
い
う
珍
し
い
神

社
で
す
。
こ
れ
は
元
和
４
年
に

千
鹿
頭
山
の
尾
根
を
境
と
し

て
、
そ
の
南
側
が
諏
訪
高
島
藩

に
加
増
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
神

社
も
藩
境
に
並
立
と
な
っ
た
も

の
で
す
。
祀
っ
て
あ
る
神
は
地

区
の
産
土
神
と
諏
訪
信
仰
の
名
が

示
す
と
お
り
狩
猟
の
神
で
す
。
諏

訪
大
社
と
同
じ
く
、
神
木
を
立
て

る
御
柱
大
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
御
柱
大
祭
は
五
月
三
日
に
行

わ
れ
ま
す
が
、
当
日
ま
で
に
は
三

年
が
か
り
で
儀
礼
（
本
見
立
て
・

結
納
の
儀
・
清
祓
い
式
・
山
出
し

等
）
を
重
ね
て
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
祭
り
は
氏
子
総
代
、
そ
う
ま

さ
会
、
金
華
連
、
木
遣
り
保
存

会
、
町
会
役
員
で
組
織
さ
れ
た

実
行
委
員
会
で
運
営
が
さ
れ
ま

す
。
「
お
願
い
し
ま
す
ぞ
え
ー 

よ
ー
い
さ
」
も
う
少
し
で
木
遣

り
師
の
声
が
聞
こ
え
る
。

林
公
民
館
長　

加
藤
　
真
一

　里山辺地区福祉ひろば主催に
よる『早春の夕べ』が、この程４年
ぶりに開催され、109名の参加者
が教育文化センターの視聴覚
ホールに集まりました。この日を
待ちわびた多くの住民の方が、
『音喜楽ボーイズ』のバイオリンと
チェロの演奏とトーク、『風まんだ
ら』の古典落語に引き込まれ、笑い
の渦が会場内に巻き起こり、楽しい
ひと時を過ごすことができました。

お き らく

た
ち
か
じ

う
ぶ
す
な
が
み

コロナ禍により重機での山出し
撮影：小幡 泰俊／浅海 智広

▲御柱綱よりの様子 ▲御神木の根ほりは手作業

▲山出しの神事各町会青年長

▲各町会青年長と斧頭

▲御神木は新井町会に無事安置された

音喜楽
ボーイズ

お き らく
風まんだら様々なジャンルの曲を披露

題目「天災」を披露する
乙女家恋さん

題目『芝浜』を披露する
善亭穴太さん

軽快なトークで
会場を笑いでいっぱいに

わが町紹介

千
鹿
頭
神
社
の

御
柱
祭

● 林町会 ●

４年ぶりの開催！

『早春の夕べ』

里山辺に春を呼ぶ

須々岐水神社の御柱祭に向けて準備が進められています
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２
月
４
日
（
土
）、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
こ
の
２

年
中
止
に
な
っ
て
い
た
山
辺
地
区

立
志
式
が
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
辺
地
区
に
在
住
す
る
中
学
２

年
生
が
対
象
と
な
り
、
約
４０
名
の

方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
立
志
式
は
、
町
内
公
民
館

長
会
を
中
心
に
昔
の
元
服
に
な
ぞ

ら
え
て
地
域
で
お
祝
い
す
る
行
事

で
す
。
今
年
で
１０
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
地
区
内
外
で
活
躍
す

る
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
、
嘉
納
ご
夫
妻
の
チ
ェロ
と
ピ
ア

ノ
の
演
奏
と
人
生
ト
ー
ク
、
里
山

辺
町
会
連
合
会
長
の
多
田
さ
ん
か

ら
町
会
と
地
域
で
の
生
活
に
つ
い

て
、
松
本
市
消
防
団
第
１９
分
団

長
の
新
井
さ
ん
か
ら
は
地
域
の
防

災
を
担
う
活
動
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
代
表
の
深
澤
謙
心

さ
ん
が
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、

生
徒
代
表
５
名
か
ら
も
、
将
来
の

自
分
に
向
け
た
漢
字
一
字
の
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

【
決
意
の
言
葉
】（一部
抜
粋
）　

　

今
の
僕
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

こ
と
は
サ
ッ
カ
ー
の
部
活
で
す
。
年

長
の
頃
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
は
、

僕
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
り
、
自
分
を
最
も
成
長
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
沢

山
あ
り
ま
す
。
自
分
が
好
き
な

サ
ッ
カ
ー
を
や
る
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
背
後
に
は
様
々
な
人
の
支
え
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
山
辺
中

学
校
で
は
多
く
の
顧
問
、
副
顧
問

の
先
生
を
は
じ
め
、
ト
レ
ー
ナ
ー

の
方
な
ど
様
々
な
指
導
者
が
僕
た

ち
の
指
導
に
あ
た
って
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
生
活
面
を
支
え
て

く
れ
る
両
親
は
、
僕
が
サ
ッ
カ
ー

を
や
る
に
あ
た
っ
て
最
も
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

当
た
り
前
で
は
な
い
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
が
僕
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て

気
が
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
僕
は
で
き
る
だ
け
、
人

を
支
え
る
側
の
存
在
に
な
り
た
い

で
す
。
こ
れ
が
14
歳
の
僕
の
決
意

で
す
。

山
辺
中
学
校　

深
澤
　
謙
心

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
中
止
と
な
っ
て
い
た
親

子
や
し
ょ
う
ま
作
り
が
２
月
１８
日

（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
料
理
を
知
って
も
ら
う
機

会
と
し
て
、
山
辺
児
童
セ
ン
タ
ー・

山
辺
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
子

ど
も
会
育
成
会
・
里
山
辺
公
民

館
の
共
催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

や
し
ょ
う
ま
の
作
り
方
や
、
や

し
ょ
う
ま
自
体
を
知
ら
な
い
方
が

多
い
中
、
講
師
の
中
村
容
子
さ
ん

の
指
導
の
下
、
生
地
に
色
付
け

を
し
た
り
、
絵
柄
を
作
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　

や
し
ょ
う
ま
は
切
る
と
、
金
太

郎
あ
め
の
よ
う
に
絵
柄
が
出
て
く

る
の
で
、
切
っ
た
断
面
を
見
た
参

加
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

健康ウォークラリー大会を
開催します！

の第２０回 山辺の郷

■日　　時

■集合場所
■コ ー ス
■参 加 費

■定　　員
■参 加 者

■申し込み

令和５年４月１５日（土）
午前８時～午後１時頃まで
里山辺公民館（兎川寺東側）
里山辺地区内
無料
※お昼にとん汁を用意します！
先着３０組まで
１チーム原則３～５人
小学生以上だれでも参加できます。
※ただし中学生以下だけの編成は
　できません。
里山辺公民館　TEL３２－１０７７

詳細は里山辺公民館までお問い合わせください。

　

令
和
４
年
度
も
配
布
し
た
「
あ

い
さ
つ
運
動
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
、
令
和

５
年
度
も
配
布
し
ま
す
。

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
表
紙
に
は
、
抽
選

番
号
が
つい
て
い
ま
す
。「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
で
抽
選
を
行
い
、
当
選

番
号
を
年
度
中
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
保
管
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

  

里
山
辺
地
区 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会里山辺地区キャラクター

さとちゃん

抽選があるので、
カレンダーは
捨てないでね。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
公
民
館
講
座

を
今
年
度
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
生
涯
学
習
音
楽
指

導
員
の
木
次
由
美
子
先
生
を
講
師

と
し
、
身
体
全
体
を
使
って
大
き
な

声
で
馴
染
み
の
あ
る

歌
を
歌
い
、
日
頃
の
悩

み
や
ス
ト
レ
ス
を
発
散

す
る
健
康
講
座
で
す
。

　

今
年
度
は
無
事
に

３
回
実
施
さ
れ
、
声

の
出
し
方
や
歌
い
方
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
部
屋
いっ
ぱ
い
に

歌
声
が
響
き
ま
し
た
。

決意のことばを述べる

▲

深澤謙心さん　

▲チェロとピアノの
　演奏に聞き入る参加者

山
辺
地
区
立
志
式

３
年
振
り
の
挙
行

山
辺
地
区
立
志
式

３
年
振
り
の
挙
行

楽
し
く
で
き
た
！

親
子
や
し
ょ
う
ま
作
り

あ
い
さ
つ
運
動
カ
レ
ン
ダ
ー

配
布
し
ま
す
！

皆
で
元
気
よ
く
！

歌
で
健
康
力
ア
ッ
プ
講
座


